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2022 年４月 15 日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 ひ ら ま つ 

代表者名 代表取締役社長兼 CEO 遠 藤 久 

（コード番号  2 7 6 4   東証プライム） 

問合せ先 取 締 役 C F O 北 島 英 樹 

（ T E L ：  0 3  -  5 7 9 3  -  8 8 1 8 ） 

 

 

月次速報（単体）に関するお知らせ 
 

2022 年３月度の月次業績（単体）速報について、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全社合計 

３月の全社売上高は 923 百万円、全社の既存店売上高前

年比は 134.0%となりました。まん延防止等重点措置が解除

された３月 22 日以降はレストラン事業を中心に着実に売

上が回復し、全社の既存店売上前年比は前月２月の 125.5%

から 8.5pt 改善いたしました。ホテル事業においては全施

設で前年の稼働率を上回り、また、ブライダル事業におい

てもこれまで注力した施策が奏功し、組単価の向上や成約

率向上等の成果を得ることができました。 

当社は４月８日に創業 40 周年を迎えました。ここまで

のひらまつへのご愛顧に感謝するとともに、食のパイオニ

ア企業として、本物の質を追求し常識にとらわれない発想

で、次なる 40 年を見据えた新たなレストランの価値の創

造に挑戦してまいります。これらの取組みは「Hiramatsu 

Challenge 40」として、当社 HP の特設サイトにて順次公

開してまいります。 

レストラン事業 

レストラン事業の売上高は 326 百万円、既存店売上高は

前年比で、ランチ 107.4%、ディナー112.7%、カフェ

165.1％、パーティー168.9%、合計 114.3%と堅調な結果と

なりました。 

まん延防止等重点措置による営業時間の短縮の影響を受

け、特にディナー営業が苦戦しておりましたが、３月 22

日の解除以降において順調に回復しました。その結果、ラ

ンチ、ディナー共に前年の売上を上回る事が出来ました。

コロナ禍において苦戦が続くパーティー営業に関しては、

件数は少ないものの大型の展示会や企業の懇親会等の受注

が徐々に増えてきており、昨年および一昨年よりも実施件

数は増加しました。 

今後はアフターコロナの本格的な需要回復を見据えて客

席数やレイアウトを最適化するとともに、原材料の高騰に

対応すべく価格の見直しとともにそれに見合う付加価値提

案を行ってまいります。また、４月 20 日からは春の販促

施策として、フォアグラを使ったフェアを行う予定です。

国際情勢の影響から原材料の確保が困難なため、実施店舗

や期間を絞っての開催になりますが、期間限定の特別メニ

ューを訴求することで、集客と客単価の向上を図ってまい

ります。 
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注）１．各数値につきましては、速報値のため確定値と異なることがあります。 

（監査法人の監査は受けておりません） 

２. 上記数値は株式会社ひらまつ単体の数値であり、連結数値ではありません。 

３．各月の数値は百万円未満を四捨五入しております。 

４．開業より 15 か月経過した店舗を既存店とします。 

※2021 年２月より当社による運営となった「高台寺ひらまつ」、「十牛庵」はレストラン事業の既存店に含ま

れておりません。 

 

以 上 

ブライダル事業 

ブライダル事業の売上高は 298 百万円。既存店売上高

は前年対比 203.6%となりました。まん延防止等重点措置

により列席人数の減少があったものの、新規で投入した

映像商品などの展開により、単価アップに向けた対応を

進めることができました。 

新規獲得営業においては、コロナ前の 2019 年対比で

57%となり、全国のブライダル市場全体の平均 56％（当社

調べ）とほぼ同等の水準となりました。ひらまつならで

はの魅力的な新規獲得施策の実行と、今期注力してきた

スタッフ研修による営業力の強化が進み、成約率は目標

を上回る結果となりました。 

今後は、創業 40 周年を記念した地域ごとのプランの拡

販を予定しております。コロナ禍における「ひらまつウ

エディング」の価値を動画で訴求するなど、デジタル広

告でのプロモーションも強化してまいります。コロナ感

染症の懸案が続くこのような時代だからこそ、”人生の

晴れの日”を大切な方と過ごしたいというニーズはより

高まっており、今後、ひらまつならではの提供価値をさ

らに磨き上げるとともに時代の先を行く新たな価値提案

を持って、売上の最大化を図ってまいります。 

ホテル事業 

ホテル事業の売上高は、288百万円、既存店売上高は前

年対比 107.3％となりました。まん延防止等重点措置の

解除により、全施設が前年度の稼働率を上回る結果とな

り、売上は堅調に推移しました。 

賢島は、春のグループプランの販売、熱海では１夕２

朝食の連泊プランを販売、そして、仙石原では「開業５

周年プレミアムディナープラン」の販売を４/15 まで延長

することで稼働率が順調に推移しました。また、開業１

周年を迎えた軽井沢御代田では、昨年好評いただいたフ

ォレストダイニングやプライベートダイニング等を更に

ブラッシュアップさせて販売再開してまいります。 

コロナ禍においても消費者の旅行に対するニーズは衰

えておらず、今後リバウンド消費が見込まれます。新た

な時代の旅行スタイルに合わせた新たなオーベルジュの

体験価値を創造することで、各施設ともに稼働率の最大

化を目指してまいります。 


